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令和３年６月美馬市議会定例会会議録（第１号）

◎ 招集年月日 令和３年６月１日

◎ 招集場所 美馬市議会議場

◎ 開 会 午前１０時００分

◎ 出席議員
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◎ 欠席議員
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市長 藤田 元治

副市長 加美 一成
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◎ 本会議に職務のため出席した者の職氏名

議会事務局長 藤村 孝志

議会事務局次長 大島 康作

議会事務局次長補佐 宮内 聡美

◎ 議事日程

議長は、議事日程を別紙のとおり報告した。

◎ 会議録署名議員の氏名

議長は会議録署名議員に次の３名を指名した。

２番 立道 美孝 議員

３番 藤野 克彦 議員

４番 都築 正文 議員
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開会 午前１０時００分

◎議長（林 茂議員）

さて、新型コロナウイルス感染症に関しましては、現在も緊急事態宣言やまん延防止等

重点措置が発令されております。市民の皆様には、国や県、市が発信する正確な情報に基

づき冷静に行動いただくとともに、あらためて感染防止対策の徹底をお願いいたします。

また、新型コロナウイルス感染症防止対策の決め手とされているワクチン接種でありま

すが、６５歳以上の方々に対する接種が開始されております。

議会といたしましても地元医師会のご協力をいただきながら、７月中に６５歳以上の方

の接種を完了できるよう市と協力し進めてまいりたいと考えておりますのでよろしくお願

いいたします。

ただいまの出席議員は１８名であります。定足数に達しておりますので、これより令和

３年６月美馬市議会定例会を開会いたします。

なお、藤田市長からのご挨拶につきましては、提案理由の説明の際に併せてお願いする

ことにいたします。

ただいまから本日の会議を開きます。

日程に入るに先立ち、諸般の報告をいたします。

議長諸般の報告といたしまして、主なものについて報告をいたします。

まず、３月２５日、高松市を副議長と共に訪問し、意見交換をしました。

次に、３月２６日、兵庫県洲本市、三好市、つるぎ町を副議長と共に訪問し、意見交換

をいたしました。

次に、３月３０日、徳島市、鳴門市、小松島市、阿南市、吉野川市、阿波市を副議長と

共に訪問し、意見交換をしました。意見交換の内容といたしましては、主に各議会ともに

新型コロナウイルス感染症対策についてでございました。

次に、４月９日、地域共生交流施設新築工事起工式に副議長、各常任委員会委員長と共

に出席をいたしました。

次に、４月２０日、徳島県・市・町村議会議長会連絡調整会議が徳島県議会議事堂で開

催され、出席いたしました。

次に、監査委員から令和３年１月から４月分の例月出納検査についての報告が提出され

ております。

なお、ただいま報告をいたしましたそれぞれの関係資料につきましては、事務局に保管

をしておりますので、必要に応じてごらんいただきたいと思います。

以上で諸般の報告を終わります。

これより、本日の日程に入ります。

本日の議事日程は、ご配付の日程表のとおりであります。

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第８８条の

規定により、２番 立道美孝議員、３番 藤野克彦議員、４番 都築正文議員を指名いた

します。

日程第２、会期の決定について議題といたします。
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お諮りいたします。本定例会の会期は５月２５日の議会運営委員会の決定のとおり、本

日から６月２２日までの２２日間といたしたいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認め、本定例会の会期は本日から６月２２日までの２２日間とすることに決

定いたしました。

なお、会期中の会議日程につきましては、ご配付のとおりといたしたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。

次に、日程第３、議案第４７号、美馬市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正に

ついてから議案第５４号、物品購入契約の締結についてまでの８件を一括して議題といた

します。

議案の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

◎市長（藤田元治君）

議長。

◎議長（林 茂議員）

藤田市長。

［市長 藤田元治君 登壇］

◎市長（藤田元治君）

皆さん、おはようございます。

本日、令和３年６月美馬市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位におかれま

してはご出席を賜り、誠にありがとうございます。また、日頃は市勢発展のため、ご理解

とご協力を賜っておりますことにつきましても、厚くお礼を申し上げる次第であります。

まず初めに、新型コロナウイルス感染症についてであります。

感染力が強く、重症化しやすいとされる変異株の影響により、県内においても感染が急

拡大をし、先月５月２日には、これまでで最多となる６０名の感染が確認をされました。

県内の感染者数はその後減少に転じましたが、県民に警戒を促すとくしまアラートは、現

在もなお感染拡大注意急増が発令をされており、また昨日が期限とされておりました東京

や大阪など９都道府県の緊急事態宣言も６月２０日まで延長をされました。市民の皆様方

におかれましては、改めて感染防止対策の徹底をお願いいたします。

一方、新型コロナウイルス感染症感染防止対策の決め手とされているワクチン接種であ

りますが、本市におきましては４月２６日から高齢者施設において、また５月１０日から

は６５歳以上の方々に対する接種が開始をされております。

なお、４月２０日に開始をいたしましたコールセンターでの予約受付に際しましては、

電話がつながりにくい状態となり、市民の皆様方には大変ご迷惑をおかけいたしました。

心よりおわびを申し上げます。

こうした事態を受け、５月１日付で保険福祉部に新型コロナウイルスワクチン接種対策

課を設置するとともに、５月１５日から開始をいたしました７月１０日分までの接種予約
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では、インターネットでの受付を始めたほか、５月１５日、１６日の二日間、臨時のコー

ルセンターと相談窓口を開設するなどの改善を図ってまいりました。

その結果、５月１５日と１６日の二日間でインターネット予約を含め２,９２１名の方

の予約が完了をし、５月接種分を含め１回目の予約が完了された方は、昨日までで９,１

２２名となっております。５月１日時点の本市の６５歳以上の方、１万８７３名のうち８

３.９％となっております。

いずれにいたしましても、国・県、地元医師会のご協力をいただき、７月中に６５歳以

上の方の接種を完了できるよう、全力を傾注してまいります。

市といたしましても、今後におきましても、希望する全ての市民の皆様方にできるだけ

早く、安心してワクチンを接種いただけるようスピード感を持って、しっかりと取り組ん

でまいります。

また、コロナ禍の中で、行政のデジタル化の遅れが指摘をされておりますが、行政サー

ビスの効率化だけではなく、トランスフォーメーション、一人ひとりのニーズに合ったサ

ービスを選ぶことができ、多様な幸せを実現できる社会、誰一人取り残さない人に優しい

デジタル化への変革をも視野に入れ、本年４月に、企画総務部にデジタルトランスフォー

メーション推進課を新設いたしました。本年度中に美馬市版デジタルトランスフォーメー

ション推進計画を策定し、コスト面にも十分留意しながら、本市ならではの取組を進めて

まいりたいと考えておりまして、本年度から情報の分野の通年職員採用枠を設けるなど、

専門人材の確保を図ってまいります。

一方で、行政のデジタル化の基盤とされるのがマイナンバーカードであります。本市の

５月１日現在におけるマイナンバーカードの交付率は３０.１％でありますが、一層の普

及促進に向け、本日からマイナンバーカードをお持ちの方や申請をされた方に市内産直市

で使用できる割引券を配布する事業を開始いたしました。お一人でも多くの市民の皆様に

マイナンバーカードを取得いただくとともに、地産地消にもご協力を賜りますようお願い

をいたします。

さて、本定例会には、令和３年度一般会計補正予算などの議案を提案させていただいて

おりますが、提案理由をご説明申し上げます前に、当面する市政の課題と主要施策につき

ましてご報告を申し上げ、議員各位を始め、市民の皆様方のご理解とご協力を賜りたいと

存じます。

最初に、「未来へつなげる！市民の誰もが思いを実現し、健康で活躍できるまちづく

り」であります。

「人生１００年時代」を美しく健康で暮らすことができるまちづくりに関しまして、総

務省の地域活性化起業人制度を活用し、４月１日付でＡＮＡ総合研究所から現役の客室乗

務員である吉田めぐみ氏を派遣いただき、「人生１００年時代」のまちづくりを始め、地

域の活性化に取り組んでいただくことにいたしました。

今後は徳島大学や一般財団法人日本総合研究所とも連携を図りながら、市民の皆様との

対話を通じ、「美」の分野へのアプローチや高齢者の皆様の社会参加のためのプラットフ

ォームづくりに取り組んでまいります。
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次に、「元気な美馬！賑わいがあり『ひと』と『しごと』が好循環するまちづくり」で

あります。

長引く新型コロナウイルス感染症の影響を受けた市内経済の活性化や小規模事業者の経

営回復を目的とした第２弾となるプレミアム付商品券を発行いたします。

昨年、秋に販売をしたプレミアム付商品券は、多くの事業者や市民の皆様から好評をい

ただきました。今回も昨年と同様、１セット当たり１万３,０００円の商品券を１万円で

販売するもので、１世帯当たり４セットを上限に購入いただけます。また、子育て世帯へ

の生活支援といたしましても、前回と同様、高校生以下のお子様１人当たり１万３,００

０円の商品券２セットを無料でお配りするものであります。購入や利用の開始時期は７月

２０日を予定しており、今後、広報みまや音声告知放送、市ホームページなどで周知を行

ってまいります。

一方、市内の産直市で５,０００円以上をお買上げの方に、抽選で５,０００円相当の産

直市共通クーポン券を進呈する事業につきましても、５月１日から開始をしております。

プレミアム付商品券と併せて、市内での消費にご協力をお願いいたします。

次に、脇町小星で進めております生涯活躍のまち移住交流促進拠点の進捗状況でありま

す。

用地南側の地域共生交流施設につきましては、４月９日に起工式を行い、令和４年度春

のオープンに向け、現在、基礎工事を行っており、用地北側に建設予定の学校給食センタ

ーや防災倉庫の整備に向けましても造成工事に着手をしたところであります。

移住交流促進拠点の整備につきましては、今後、運営面も含め、関係機関や施工業者な

どと十分な調整を行い、円滑に事業を推進をしてまいります。

次に、「未来の暮らしを守る！安全・安心、快適な環境で便利に生活できるまちづく

り」であります。

本年３月末に、美馬市業務継続計画、いわゆるＢＣＰを改訂するとともにハンドブック

を作成をし、全ての職員が常時携帯するよう配付をしたところであります。

一方、４月２２日には、三井住友海上火災保険株式会社と締結をした包括連携協定に基

づき、同社の協力の下、市内企業を対象とした企業向けＢＣＰ策定セミナーを開催をいた

しました。当日は、市内の２１社からご参加をいただき、感染症に対応したＢＣＰの策定

をテーマに実践的な内容で行いましたが、今後におきましても市内企業の事業を継続に資

する取組を継続してまいります。

また、新型コロナウイルスの感染拡大を受け、分散避難が推奨されておりますが、分散

避難に対応した備蓄物資の購入を支援するため、市内全世帯にカタログと専用申込書を郵

送し、現在、申込みを受け付けております。市民１人当たり３,０００円を上限に購入費

用を助成するもので、申込期限を６月３０日までとしておりますので、市民の皆様にご活

用いただき、災害に備えていただきますようお願いをいたします。

次に、４月１９日、本市と美馬警察署との間で締結をいたしました公用車ドライブレコ

ーダーの映像提供に関する協定についてであります。

昨年度、職員の安全運転意識の向上や交通事故発生時における責任の明確化を図ること
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などを目的に、公用車にドライブレコーダーを設置いたしました。この協定により、ドラ

イブレコーダーの映像データを活用することで、市内で発生をいたしました事件や事故な

どの早期解決に向けた協力を行うこととしております。

今後におきましても、美馬警察署との連携を密にし、交通事故や防犯体制の強化に努め、

本市の安心・安全のまちづくりの実現につなげてまいります。

次に、「好きです美馬！市民が地域に愛着と誇りを持てるまちづくり」であります。

本年１月２日に予定をしておりました成人式につきましては、新型コロナウイルス感染

症の影響により延期をいたしておりましたが、新成人が参加しやすい時期などを考慮し、

本年８月１４日に開催したいと考えております。開催に当たり、感染症対策を万全に講じ

ることはもちろんのこと、ふるさとへの愛着や誇りを持つきっかけとなり、人生の節目と

なる式典が思い出に残るものとなるよう、しっかりと準備を進めてまいります。

次に、「未来のために！市民と行政がともに進める持続可能なまちづくり」であります。

一般家庭や事業所から排出をされる一般廃棄物の収集運搬や処理などについては、現在、

美馬環境整備組合で執り行っておりますが、将来的な財政負担の軽減なども見込み、つる

ぎ町と協議の上、令和４年４月から可燃ごみの収集運搬業務につきましては民間事業者に

業務委託をしたいと考えております。

そこで、今回の補正予算に必要となる債務負担行為を設定させていただいておりますが、

現在、準備を進めております脇町市民サービスセンター窓口業務も含め、今後とも民間活

力の活用につきましては、その事業効果を十分に見極めた上で、社会の情勢の変化や複雑

化する住民ニーズに的確に対応しながら、行政サービスの質の向上や効率的な行政運営の

推進に努めてまいります。

それでは、上程をいただきました議案の概要について、ご説明をさせていただきます。

最初に、議案第４７号、美馬市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について、

議案第４８号、美馬市国民健康保険条例の一部改正についてであります。

この案件は、新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正する法律の一部改正

等に伴い、新型コロナウイルス感染症の定義について所要の改正を行うものでございます。

次に、議案第４９号、美馬市基幹集落センター条例の廃止についてであります。

この案件は、穴吹町口山に設置をしております口山基幹集落センターの建物の老朽化に

より、施設を廃止するものでございます。

次に、議案第５０号、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第３号）であります。

今回の補正予算は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３,８００万円を追加をし、

補正後の歳入歳出予算の総額を２０２億６,５００万円とするものであります。

補正予算の主なものについてご説明をさせていただきます。

総務費につきましては、自治総合センターによるコミュニティ助成事業を活用し、市内

まちづくり協議会や阿波踊り連の活動備品、自治会集会所１２か所の備品整備や自主防災

会の防災倉庫などの整備に対する助成金といたしまして、９３０万５,０００円を計上し

ております。また、国道４９２号、拡幅改良に伴う三ツ木集会所の浄化槽移設に係る経費

として５３０万円を計上しております。
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民生費につきましては、低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金の

うち、ひとり親世帯以外の世帯に対する給付金の事業費として２,２００万円を計上して

おります。

農林水産業費につきましては、県単土地改良事業や県単治山事業の測量・設計委託料や

工事請負費といたしまして８６０万円を計上しております。

土木費につきましては、交付の内示を受けた防災安全社会資本整備交付金事業の測量・

設計委託料や工事請負費といたしまして、６,３６４万８,０００円を減額しております。

消防費につきましては、自治総合センターによるコミュニティ助成事業を活用し、少年

少女消防クラブの資機材を購入する経費として１００万円を計上しております。

教育費につきましては、先程申し上げました成人式の感染症対策経費などとして１００

万円を追加計上しております。

公債費につきましては、令和元年度に借入れを行った移住交流促進拠点整備事業の市債

につきまして、用地北側の事業が当初計画から変更となったことに伴い、繰上償還金とし

て４,１２２万２,０００円を計上しております。

以上が一般会計補正予算の概要であります。

次に、議案第５１号、令和３年度美馬市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につ

きましては、新型コロナウイルス感染症に感染をした被保険者などに傷病手当金を支給す

るための経費であります。

次に、議案第５２号、令和３年度美馬市水道事業会計補正予算（第１号）につきまして

は、県道鳴門池田線曽江谷・土井谷バイパス工事に伴う配水管添架管布設工事の事業費の

追加計上であります。

次に、議案第５３号、物品購入契約の締結であります。

この案件は、本年３月市議会定例会において、予算の議決をいただきました令和３年度

情報系システム更新事業に係る仮想基盤サーバなどを購入することについて議会の議決を

お願いするものでございます。去る５月１４日、指名競争入札を執行し、現在、仮契約を

締結しております。契約の金額は２,３６５万円でありまして、契約の相手は三笠電機株

式会社本店 本店長 福井基喜様であります。

次に、議案第５４号、物品購入契約の締結であります。

この案件は、本年３月市議会定例会において、予算の議決をいただきました令和３年度

緊急消防援助隊設備整備費補助事業に係る災害対応特殊消防ポンプ自動車を購入すること

について議会の議決をお願いするものでございます。去る５月１４日、指名競争入札を執

行し、現在、仮契約を締結しております。契約の金額は４,６０１万４６０円でありまし

て、契約の相手は株式会社藤島 代表取締役 藤島晴三様であります。

このほか、本定例会には、後程ご説明をさせていただきます人事案件が２件、専決処分

の承認案件が８件、報告案件が３件の合わせて２１件を提案させていただいております。

このうち人事案件２件につきましては、本日、先議をお願いしたいと存じますので、よろ

しくお取り計らいをお願いいたします。

ご審議を賜り、原案のとおりご可決及びご同意くださるようお願いを申し上げまして、
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ご挨拶及び提案理由の説明とさせていただきます。

どうぞよろしくお願いをいたします。

◎議長（林 茂議員）

以上で提案理由の説明は終わりました。

次に、日程第４、承認第２号、専決処分の承認を求めることについて（美馬市固定資産

評価審査委員会条例の一部改正について）から承認第９号、専決処分の承認を求めること

について（令和３年度美馬市一般会計補正予算（第２号））までの８件を一括して、議題

といたします。

議案の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、吉田企画総務部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

それでは、私から、まず承認第２号から承認第４号までの３件及び承認第９号の合わせ

て４件につきまして、順次ご説明を申し上げます。

恐れ入りますが、議案書の６ページをお願いいたします。

まず、承認第２号についてでございますが、地方税法等の一部を改正する法律及び同法

律に伴う政令等の改正に伴いまして、美馬市固定資産評価審査委員会条例の一部改正につ

きまして、去る３月３１日に地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専決処分をいた

しましたので、同条第３項の規定により報告をし、承認を求めるものでございます。

専決処分の内容につきましては、７ページに記載してございまして、押印を求める手続

を見直し、審査申出書や口述書への押印を不要としたものでございます。

続きまして、８ページをお願いいたします。

承認第３号につきましても地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、去る３月３

１日に美馬市税条例等の一部改正について地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専

決処分をいたしましたので、同条第３項の規定により報告をし、承認を求めるものでござ

います。

専決処分の内容につきましては、９ページから１５ページに記載してございまして、固

定資産税のうち土地に係る現行の負担調整措置の仕組みを継続するとともに新型コロナウ

イルス感染症の影響により環境が大きく変化したことを踏まえまして、令和３年度に限り

負担調整措置などの影響で課税標準額が増加する土地について、前年度の課税標準額に据

え置く特別措置を講ずること、また軽自動車税環境性能割の税率区分の見直しや臨時的軽

減の延長、個人住民税の住宅ローン控除の適用期間延長が主なものとなっております。

続きまして、承認第４号、令和２年度美馬市一般会計補正予算（第１１号）についてご

説明申し上げます。

４５ページをお願いいたします。
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承認第４号は、令和２年度美馬市一般会計補正予算（第１１号）を地方自治法第１７９

条第１項の規定により、去る３月３１日に専決処分をいたしましたので、同条第３項の規

定により報告をし、承認を求めるものでございます。

４９ページをお願いいたします。

一般会計補正予算（第１１号）は、第１条歳入歳出予算の補正のとおり、歳入歳出予算

の総額から歳入歳出それぞれ５億円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２

３４億７,０００万円としたものでございます。

第２条の地方債の補正は、各種事業の実績などに伴い、変更となります地方債の限度額

を補正したものでございます。

続いて、５１ページをお願いいたします。

第１表歳入歳出予算補正でございますが、このページから５７ページまでにつきまして

は歳入歳出予算の補正額を款項ごとに区分し、掲載したものでございます。このうち歳入

予算では、市民税や地方譲与税、各種県税交付金、地方交付税など確定した歳入を計上す

るとともに、各種事業の実績見込みに伴い、財源となります国・県支出金や市債などの調

整を行うとともに繰入金を減額し、基金の積戻しを行ったものでございます。

一方、歳出予算につきましては、各種事業の実績に伴い、不用額の調整を行うとともに、

後年度の財政需要に備えるため、財政調整基金等の積立金につきまして増額補正を行って

おります。

また、５８ページから６０ページまでにつきましては、第２表地方債補正となっており

ます。

それぞれの事業の実績に伴い、地方債の限度額を１億８６０万円減額し、２１億２,４

９０万円としております。

それでは、歳入歳出補正予算の主な内容につきましてご説明申し上げます。

６３ページをお願いいたします。

まず、歳入補正予算でございますが、市税のうち個人市民税につきましては予算計上を

留保していた分を計上したもの、また下段の地方譲与税から６５ページ下段の交通安全対

策特別交付金までにつきましては、それぞれ交付額の確定により予算額の調整を行ったも

のでございます。

続く６５ページ、最下段の民生費負担金から７５ページ最上段の教育費県負担金までに

つきましては、各種事業の実績や精査に伴い、予算額を調整したものでございます。

また、７５ページ下段から７６ページ上段までの繰入金につきましては、総額で７億１,

２３２万３,０００円の減額となっておりますが、特別交付税の増額や歳出予算における

不用額の減額を受け、財政調整基金を始め、五つの基金へ積戻しを行ったものでございま

す。

次の諸収入から７８ページの市債までにつきましては、説明欄記載のとおり各種事業の

負担金や実績に伴い、増減調整を行ったものでございます。

続きまして、歳出補正予算についてご説明申し上げます。

７９ページの議会費から最終の１３１ページまで、ほぼ全ての費目におきまして、各種
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事業の実績に基づき、不用額の調整を行ったことによる減額補正となっております。

内容につきましては、それぞれ説明欄に記載のとおりでございまして、この中で増額補

正を行ったものにつきましてご説明を申し上げます。

１３１ページをお願いいたします。

６０款諸支出金、５項基金費でございますが、総額で６億１,３２８万１,０００円を増

額計上しております。このうち増額したものといたしまして、財政調整基金積立金につき

ましては、特別交付税の増額などにより５億９,８９５万円を、減債基金積立金につきま

しては基金利子を原資として８万７,０００円を、オラレまちづくり基金積立金につきま

してはオラレ運営協力費及び基金利子を原資といたしまして６４０万１,０００円を、ま

たまちづくり基金の積立金につきましては、ふるさと納税の増額などで５０１万７,００

０円を増額いたしましたほか、森林環境基金積立金につきましては歳入予算における森林

環境譲与税の増額と歳出予算における森林経営管理事業負担金の不用額を合わせまして２

８８万５,０００円を増額しております。

なお、基金積立金につきましては、今回の補正予算におきまして増額となっております

が、３月までに既に約９億１,９００万円を取り崩し、一般会計に繰り入れておりますの

で、令和２年度末の一般会計に係る基金の残高は、令和元年度末から約２億８００万円減

少し、約７７億４００万円となる見込みでございます。

専決処分をいたしました令和２年度一般会計補正予算（第１１号）の説明は以上でござ

います。

続きまして、承認第９号、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第２号）につきまして

ご説明を申し上げます。

２５３ページをお願いいたします。

承認第９号は、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第２号）を地方自治法第１７９条

第１項の規定により、去る４月１日に専決処分をいたしましたので、同条第３項の規定に

より報告をし、承認を求めるものでございます。

２５５ページをお願いいたします。

一般会計補正予算（第２号）は、第１条歳入歳出予算の補正のとおり、歳入歳出予算の

総額に歳入歳出それぞれ２,２００万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ２０２億２,７００万円とするものでございます。

２５７ページと２５８ページにつきましては、第１表歳入歳出予算補正でございまして、

歳入歳出の補正額を款項ごとに区分し、掲載をしております。

２６１ページをお願いいたします。

歳入歳出補正予算のうち歳入補正予算でございますが、民生費国庫補助金に子育て世帯

生活支援特別給付事業補助金及び事務費補助金を合わせて２,２００万円計上しておりま

す。

続いて、２６２ページをお願いいたします。

歳出補正予算でございますが、１０款民生費５項児童福祉費の９目子育て世帯生活支援

特別給付金事業費におきまして２,２００万円を計上しておりまして、財源は全て国庫補
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助金でございます。このうち１８節負担金補助及び交付金につきましては、子育て世帯生

活支援特別給付金のひとり親世帯分といたしまして１,８２５万円を、また３節職員手当

等から１２節委託料までにおきましては、事務費といたしまして３７５万円をそれぞれ計

上しております。この給付金は、新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で

低所得のひとり親の子育て世帯に対し、生活支援を行う観点から給付を行うものでござい

まして、児童１人当たり一律５万円を給付するものでございます。

専決処分をいたしました令和３年度一般会計補正予算（第２号）の説明は以上でござい

ます。ご承認を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

◎保険福祉部長（住友礼子君）

議長、保険福祉部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、住友保険福祉部長。

［保険福祉部長 住友礼子君 登壇］

◎保険福祉部長（住友礼子君）

続きまして、私からは承認第５号から承認第７号までの３件につきましてご説明をさせ

ていただきます。

ページを戻っていただきまして、令和２年度美馬市補正予算書の１３７ページをお願い

いたします。

承認第５号は、令和２年度美馬市国民健康保険特別会計補正予算（第５号）につきまし

て、地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和３年３月３１日付で専決処分を行い

ましたので、同条第３項の規定により報告をし、承認を求めるものでございます。

１４１ページをお開きください。

補正予算第５号は、第１条に記載のとおり、事業勘定におきまして歳入歳出予算の総額

から歳入歳出それぞれ２,６８３万円を減額し、補正後の総額をそれぞれ３３億８,３８３

万９,０００円としたものでございます。

また、直営診療施設勘定におきましては、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１,

０５５万１,０００円を減額し、補正後の予算の総額をそれぞれ９,７２９万４,０００円

としたものでございます。

それでは、歳入歳出の主なものについてご説明をさせていただきます。

まず、事業勘定でございますが、１５１ページをお開きください。

歳入でございます。

１款の国民健康保険税については、実績見込みに合わせ調整したものでございます。

１５２ページ中段、１５款の県支出金から１５３ページ下段の４５款繰入金までは、県

の負担金や療養給付費などの確定、また、実績見込みに伴い、それぞれ右側の説明欄記載

のとおり予算額の調整を行ったものでございます。

次に、１５５ページからの歳出でございます。

１款総務費の一般管理費から１５６ページ中段の趣旨普及費につきましては、それぞれ

の実績による減額と、財源調整を行ったものでございます。
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１５６ページ下段の５款保険給付費から１６１ページ中段の３５款諸支出金までほぼ全

ての項目におきまして年間の給付実績及び県の補助額の確定によりそれぞれ調整を行った

ものとなっておりまして、詳細につきましては、説明欄に記載のとおりでございます。

その中で、１６１ページ下段の３５款諸支出金の財政調整基金費につきましては、国保

の安定的な運営を図るため、２,５００万円を基金に積立てするものでございます。

続きまして、直診勘定でございますが、この勘定は木屋平、口山のそれぞれの診療所及

び木屋平歯科診療所の運営会計でございます。

１６９ページをお開きください。

歳入でございます。

１款の診療収入及び介護収入から、１７０ページ下段、２０款の繰入金まで、診療実績

等の額の確定によりまして所要の調整を行ったものでございます。

続きまして、１７１ページ、歳出でございます。

１款総務費の施設管理費につきましては、説明欄にございますように、職員の給料など

の人件費や光熱水費、また、医師派遣委託料などを減額するもので、不用額を調整したも

のでございます。

１７３ページ、５款医業費につきましては、薬品購入費の減など、説明欄記載のとおり

でございます。

以上が、令和２年度美馬市国民健康保険特別会計補正予算（第５号）の主な内容でござ

います。

続きまして、１７９ページをお願いいたします。

承認第６号でございます。

承認第６号は、令和２年度美馬市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につきま

して、地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和３年３月３１日付で専決処分を行

いましたので、同条第３項の規定により報告をし、承認を求めるものでございます。

１８３ページをお願いいたします。

補正予算第２号は、第１条のとおり、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３１９

万７,０００円を減額し、補正後の総額を４億６,２６１万７,０００円としたものでござ

います。

それでは、歳入歳出の主なものについてご説明させていただきます。

１８９ページをお願いいたします。

歳入でございますが、上段の１款後期高齢者医療保険料につきましては、保険料の賦課

徴収実績により調整を行ったもの、また、中段の下の１５款繰入金につきましては、保険

料の確定などによりまして、一般会計からの繰入金を減額補正したものでございます。

１９１ページをお願いいたします。

歳出でございますが、主なものといたしまして、下段の５款後期高齢者医療広域連合納

付金につきましては、保険料などの確定により、広域連合への納付金を調整したものでご

ざいます。

以上が、令和２年度美馬市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）の主な内容でご
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ざいます。

続きまして、１９３ページをお願いいたします。

承認第７号でございます。

承認第７号は、令和２年度美馬市介護保険特別会計補正予算（第３号）につきまして、

地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和３年３月３１日付で専決処分を行いまし

たので、同条第３項の規定により報告をし、承認を求めるものでございます。

１９７ページをお願いいたします。

補正予算第３号は、第１条に記載のとおり、保険事業勘定におきまして、歳入歳出予算

の総額から歳入歳出予算それぞれ１億２,２４８万７,０００円を減額し、補正後の総額を

それぞれ３６億２,４３９万１,０００円としたものでございます。

また、サービス事業勘定におきましては、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２

２８万２,０００円を減額し、補正後の総額をそれぞれ６,１６９万円としたものでござい

ます。

それでは、歳入歳出の主なものについてご説明をさせていただきます。

まず、保険事業勘定でございますが、２０７ページをお願いいたします。

歳入でございますが、上段の１款保険料につきましては、年間の収納実績の見込みによ

りまして調整を行ったものでございます。

次の５款使用料及び手数料から２１０ページの４５款諸収入までは、それぞれ保険給付

費や地域支援事業の実績等に伴い、所要の調整を行ったものでございます。

続きまして、２１１ページをお願いいたします。

１款総務費のうち一般管理費につきましては、職員の異動等に伴います人件費などの不

用額の調整でございます。

２１１ページの下段、賦課徴収費から２１３ページ下段、１２款地域支援事業費までは

各事業の実績等に伴いまして、説明欄記載のとおり、所要の減額調整を行ったものでござ

います。

２１５ページ中段、１４款基金積立金につきましては、介護保険給付費準備基金積立金

として１,０００万９,０００円を補正したものでございます。

次の諸支出金については、第１号被保険者保険料還付金など不用額の調整でございます。

続きまして、サービス事業勘定でございます。

２２３ページをお願いいたします。２２３ページに歳入、また、次の２２４ページに歳

出を記載してございます。

それぞれ介護予防支援事業費等の実績に応じまして、右側説明欄記載のとおり、所要の

調整を行ったものでございます。

以上が、令和２年度美馬市介護保険特別会計補正予算（第３号）の主な内容でございま

す。

以上、承認第５号から承認第７号までの説明とさせていただきます。

ご承認を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

◎経済部長（藤田伸次君）
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議長、経済部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、藤田経済部長。

［経済部長 藤田伸次君 登壇］

◎経済部長（藤田伸次君）

続きまして、私からは、承認第８号、令和２年度美馬市小水力発電事業特別会計補正予

算（第２号）につきましてご説明申し上げます。

２２９ページをお願いいたします。

承認第８号は、令和２年度美馬市小水力発電事業特別会計補正予算（第２号）を地方自

治法第１７９条第１項の規定により、令和３年３月３１日に専決処分をいたしましたので、

同条第３項の規定により報告し、承認を求めるものでございます。

２３３ページをお願いいたします。

小水力発電事業特別会計補正予算（第２号）は、第１条歳入歳出予算の補正のとおり、

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１５１万８,０００円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ２,１４６万６,０００円とするものでございます。

それでは、歳入歳出の主なものにつきましてご説明申し上げます。２３９ページをお願

いいたします。

歳入予算につきましては、事業実績に基づき、予算額を調整したものでございまして、

一般会計繰入金を１５１万８,０００円減額いたしております。

続きまして、２４０ページをお願いいたします。

歳出予算につきましては、事業実績に基づきまして、小水力発電事業費を１５１万８,

０００円減額いたしております。内訳でございますが、施設修繕料を５２万８,０００円、

定期観測委託料を９９万円、それぞれ減額いたしております。

以上で、専決処分をいたしました令和２年度美馬市小水力発電事業特別会計補正予算

（第２号）の説明とさせていただきます。

ご承認賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

◎議長（林 茂議員）

以上で、提案理由の説明が終わりました。

ただいま議題となっております承認第２号から承認第９号までの８件については、５月

２５日の議会運営委員会の決定のとおり先議いたしたいと思います。これにご異議ござい

ませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、承認第２号から承認第９号までの８件については、先議

することに決しました。

これより質疑に入ります。

ただいまのところ質疑の通告がありませんので、質疑なしと認めます。これをもって質

疑を終結いたします。



－１８－

お諮りいたします。ただいま議題となっております承認第２号から承認第９号までの８

件については、会議規則第３７条第３項の規定により委員会付託を省略したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、承認第２号から承認第９号までの８件については、委員

会付託を省略することに決しました。

これより、討論に入ります。

ただいまのところ討論の通告がありませんので、討論なしと認めます。これをもって討

論を終結いたします。

これより、一括して採決をいたします。

お諮りいたします。承認第２号から承認第９号までの８件について、原案のとおり承認

することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、承認第２号から承認第９号までの８件については、原案

のとおり承認されました。

次に、日程第５、議案第５５号、美馬市監査委員の選任について及び議案第５６号、美

馬市公平委員会委員の選任についての２件を一括して議題といたします。

議案の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

◎市長（藤田元治君）

議長。

◎議長（林 茂議員）

藤田市長。

［市長 藤田元治君 登壇］

◎市長（藤田元治君）

ただいま上程をいただきました議案第５５号、美馬市監査委員の選任について、議案第

５６号、美馬市公平委員会委員の選任についての人事案件２件についてご説明をさせてい

ただきます。

議案書３４ページをお開きください。

まず、議案第５５号、美馬市監査委員の選任について、地方自治法第１９６条第１項の

規定により、議会の同意を求めるものであります。

選任の同意をお願いする者は、住所は美馬市穴吹町三島字小島５６５番地１、氏名は喜

多輝光氏でありまして、生年月日は昭和３２年１０月２４日でございます。

喜多氏は、平成２９年６月１０日から美馬市監査委員を務めていただいておりまして、

その任期は本年６月９日をもって満了いたします。喜多氏は、長年、行政書士及び税理士

として地域社会の進展に貢献をされておりまして、民事及び家事の調停委員に就任をされ

るなど、その人格は衆目の認めるところであります。監査委員として適任であると認めら
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れますので、引き続き選任についてご同意をお願いするものであります。なお、任期につ

きましては、選任の同意をいただきましたならば、本年６月１０日から令和７年６月９日

までの４年間でございます。

議案書３５ページをお開きください。

続きまして、議案第５６号、美馬市公平委員会委員の選任について、地方公務員法第９

条の２第２項の規定により、議会の同意を求めるものであります。

選任の同意をお願いする者は、住所は美馬市美馬町字銀杏木３０番地１、氏名は西山幸

代氏でありまして、生年月日は昭和２９年６月１９日でございます。

西山氏は、平成２９年６月１０日から美馬市公平委員会委員を務めていただいておりま

して、その任期は本年６月９日をもって満了いたします。西山氏は、美馬市職員として市

民環境部次長などを歴任されておりまして、豊富な行政経験とその人格は衆目の認めると

ころであります。公平委員会委員として適任であると認められますので、引き続き選任に

ついて同意をお願いするものであります。なお、任期につきましては、選任の同意をいた

だきましたならば、本年６月１０日から令和７年６月９日までの４年間でございます。

以上、２件の人事案件につきまして、原案のとおりご同意賜りますようお願いを申し上

げまして、提案理由の説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いをいたします。

◎議長（林 茂議員）

以上で、提案理由の説明が終わりました。

お諮りいたします。ただいま議題となっております議案は人事案件でありますので、成

規の手続を省略し、直ちに採決をいたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、議案第５５号及び議案第５６号は成規の手続を省略し、

直ちに採決することに決しました。

まず初めに、議案第５５号、美馬市監査委員の選任についてを採決いたします。

本案は、原案のとおり同意することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって議案第５５号は、原案のとおり同意することを決しました。

次に、議案第５６号、美馬市公平委員会委員の選任について採決をいたします。

本案は、原案のとおり同意することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって議案第５６号は、原案のとおり同意することに決しました。

ただいま美馬市監査委員に選任同意されました喜多輝光さんが議場内におられますので、

ご挨拶をお願いいたします。

◎代表監査委員（喜多輝光君）

議長。
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◎議長（林 茂議員）

監査委員、喜多輝光さん。

［代表監査委員 喜多輝光君 登壇］

◎代表監査委員（喜多輝光君）

失礼をいたします。

議長より発言の許可をいただきましたので、一言ご挨拶をさせていただきます。

ただいまは、美馬市監査委員の選任に対しましてご同意を賜り、誠にありがとうござい

ました。引き続き美馬市監査委員としての職務を担わせていただくことになり、改めまし

て身の引き締まる思いをいたしております。まだまだ未熟ではございますが、監査委員と

しての職責を果たせるよう、精一杯努力してまいりますので、一層のご指導、ご鞭撻をお

願いいたしまして、お礼の挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。

◎議長（林 茂議員）

ありがとうございました。

ここで１０分程、小休いたします。

小休 午前１１時０１分

再開 午前１１時１１分

◎議長（林 茂議員）

小休に引き続き、再開いたします。

次に、日程第６、報告第２号、令和２年度美馬市繰越明許費繰越計算書から報告第４号、

市長専決処分の報告についてまでの３件について報告を求めます。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、吉田企画総務部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

それでは、報告第２号、令和２年度美馬市繰越明許費繰越計算書につきましてご説明を

申し上げます。

議案書２３ページから２６ページをお願いいたします。

この案件は、令和２年度美馬市一般会計予算におきまして繰越明許費をお認めいただき

ました４３事業のうち令和２年度中に事業が完了した２事業を除く４１事業につきまして、

令和３年度へ繰越額が確定いたしましたので、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定

に基づき、報告を申し上げるものでございます。

令和３年度へ繰越しいたしました合計額は、９億７,９４２万６,０００円でございまし

て、その財源につきましては既収入特定財源が２０万円、未収入特定財源のうち国・県支

出金が３億５,１７３万６,０００円、地方債が４億６,０４０万円、その他が２００万円

でございまして、差引き一般財源は１億６,５０９万円となっております。これらの事業
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に係る５月末時点の執行率につきましては、全体で３７.８％となっております。また、

繰越しの理由につきましては、関係機関や地元関係者等との協議に日数を要したこと、補

正予算に計上した事業について工期や履行期間の確保が困難であったこと、新型コロナウ

イルス感染症の影響の長期化により資材の調達に遅延が生じたこと、また給付金の受付期

間を延長したことなどが主な理由となっております。

今後、事業の早期完了に向けまして、鋭意努力してまいりますのでご理解を賜りますよ

うお願いを申し上げます。

◎保険福祉部長（住友礼子君）

議長、保険福祉部長。

◎議長（林 茂議員）

住友保険福祉部長。

［保険福祉部長 住友礼子君 登壇］

◎保険福祉部長（住友礼子君）

続きまして、議案書の２７ページをお願いいたします。

報告第３号、市長専決処分の報告についてご説明を申し上げます。

これにつきましては、地方自治法第１８０条第１項及び議会の委任による市長の専決処

分事項に関する条例、本則第１号の規定によりまして、本年４月１５日に専決処分をいた

しましたので、同法第１８０条第２項の規定により、報告をさせていただきます。

次の２８ページが専決第１１号の専決処分書でございます。

これは、公用車による交通事故に係る損害賠償の額の決定及び和解に関するものでござ

いまして、事故の概要につきましては、令和３年２月１８日、本市職員が穴吹町口山字中

野宮付近の国道４９２号を公用車で走行中、路面凍結によりスリップし、当該国道に設置

されているガードレールを破損させたものでございます。４月１５日に相手方であります

徳島県西部総合県民局長との和解が成立し、損害賠償の額８万６,９００円が決定いたし

ました。

以上のとおりご報告をさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。

◎建設部長（河野 功君）

議長、建設部長。

◎議長（林 茂議員）

河野建設部長。

［建設部長 河野 功君 登壇］

◎建設部長（河野 功君）

続きまして、議案書の２９ページをお願いいたします。

報告第４号、市長専決処分の報告についてでございますが、地方自治法第１８０条第

１項及び議会の委任による市長の専決処分事項に関する条例、本則第１号の規定により専

決処分をさせていただきましたので、地方自治法第１８０条第２項の規定に基づき、議会

に報告をさせていただくものでございます。

専決処分の内容でございますが、３０ページに記載しておりまして、本年４月２１日、
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脇町川原町の市道脇町４５号線におきまして水路の蓋の欠損部分に自転車のタイヤが入り

込み、転倒し、相手方の衣類を破損させたものでございまして、５月１７日に相手方との

和解が成立し、損害賠償の額１万６００円を決定したものでございます。

以上のとおり報告いたします。よろしくお願いいたします。

◎議長（林 茂議員）

以上で報告が終わりました。

次に、日程第７、美馬市選挙管理委員及び補充員の選挙を行います。

本件は、選挙管理委員及び補充員の任期が本年６月５日をもって満了となりますので、

地方自治法第１８２条第１項及び第２項の規定により議会において選挙を行うものであり

ます。

お諮りいたします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定によっ

て指名推選にいたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指名推選で行うことに決定いたしました。

お諮りいたします。指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、議長が指名することに決しました。

それでは、まず選挙管理委員の指名を行います。

選挙管理委員には、美馬市脇町字小星７９２番地の３、藤野和良さん、美馬市美馬町字

上野４番地、高尾茂さん、美馬市穴吹町穴吹字庄田６番地の１、藪下秀世さん、美馬市木

屋平字大北２７７番地の１、江口文之さん、以上４名の方を指名します。

お諮りいたします。ただいま議長が指名しました４名の方を選挙管理委員の当選人と定

めることにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました藤野和良さん、高尾茂さん、

藪下秀世さん、江口文之さん、以上４名の方が選挙管理委員に当選されました。

ただいま当選されました４名に対し、会議規則第３２条第２項の規定により、当選告知

書を送付いたしておきます。

次に、選挙管理委員補充員の指名を行います。

補充員には第１順位、美馬市穴吹町穴吹字畑中１２番地、上谷敏也さん、第２順位、美

馬市脇町大字脇町９２０番地の１、藤井春一さん、第３順位、美馬市木屋平字弓道２８１

番地、天田香さん、第４順位、美馬市美馬町字前坂２番地、長浦茂康さん、以上４名の方

を指名します。

お諮りいたします。ただいま議長が指名いたしました４名の方を選挙管理委員補充員の
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当選人と定めることに異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました第１順位、上谷敏也さん、第

２順位、藤井春一さん、第３順位、天田香さん、第４順位、長浦茂康さん、以上４名の方

が順位のとおり選挙管理委員補充員に当選されました。

ただいま当選されました４名に対し、会議規則第３２条第２項の規定により、当選告知

書を送付いたしておきます。

ここで、議事の都合により小休いたします。

小休 午前１１時２１分

再開 午前１１時２２分

◎議長（林 茂議員）

小休前に引き続き、会議を開きます。

次に、日程第８、発議第５号、美馬市議会委員会条例の一部改正についてを議題といた

します。

提案理由の説明を求めます。

議会運営委員長、田中義美君。

◎５番（田中義美議員）

５番。

◎議長（林 茂議員）

はい、田中義美君。

［５番 田中義美議員 登壇］

◎５番（田中義美議員）

議長のご指名がございましたので、ただいま上程いただきました発議第５号、美馬市議

会委員会条例の一部改正について、本文の朗読を省略し、提案理由の説明をさせていただ

きます。

本発議は、地方自治法第１０９条第６項及び美馬市議会会議規則第１４条第２項の規定

により、議会運営委員会発議として提出するものでございます。

このたびの改正は、美来創生局の所管事項が一部変更となったことに伴い、美馬市議会

常任委員会における所管について一部改正を行うものであります。

改正の内容につきましては、総務常任委員会の所管事項として、美来創生局の所管に属

する事項のうち「学校給食センターの整備に関する事項」を除き、福祉文教常任委員会の

所管事項として「学校給食センターの整備に関する事項」を加えるものであります。

以上で、発議第５号について、提案理由の説明を終わります。

ご審議をいただき、議員各位のご賛同を賜りますよう、お願い申し上げます。

◎議長（林 茂議員）

以上で、説明は終わりました。



－２４－

お諮りいたします。ただいまの発議第５号の趣旨は簡明であります。よって、成規の手

続を省略し、直ちに採決をいたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。

よって、成規の手続を省略し、直ちに採決することに決しました。

発議第５号、美馬市議会委員会条例の一部改正について採決いたします。

本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、発議第５号は原案のとおり可決されました。

次に、休会についてをお諮りいたします。会期中の会議日程についてはご配付のとおり

でありますが、明日６月２日から６月９日までの８日間は、議案精査及び市の休日のため

休会といたしたいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。

明日６月２日から６月９日までの８日間は休会とすることに決しました。

以上で本日の議事日程は全て終了いたしました。

なお、次会は６月１０日午前１０時から再開し、代表質問及び一般質問を行います。

本日はこれをもって散会といたします。

散会 午前１１時２６分
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会議の経過を記載し、その相違ないことを証するためここに署名する。

令和３年６月１日

美馬市議会議長

美馬市議会副議長

会議録署名議員 ２番

会議録署名議員 ３番

会議録署名議員 ４番


